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今
の
時
代
に
合
っ
た
福
祉

　

一
言
で
福
祉
と
言
っ
て
も
、
高

齢
者
の
孤
独
死
や
虐
待
、
認
知
症

患
者
の
増
加
な
ど
現
代
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
問
題
の
多
様
化
に
よ

り
、
福
祉
は
、
行
政
だ
け
で
な
く

社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
地
域
住
民
が
手
を
取
り
合
っ

て
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
の

が
時
代
の
流
れ
で
す
。
で
す
か

ら
、
市
民
協
働
の
計
画
づ
く
り
は

今
こ
そ
必
要
な
も
の
。
と
は
言
っ

て
も
、
全
国
的
に
は
ま
だ
ま
だ
前

例
が
少
な
い
の
が
事
実
で
す
。
昔

か
ら
の
土
地
と
新
興
住
宅
が
入
り

混
じ
る
野
々
市
市
な
ら
で
は
の
計

画
が
で
き
あ
が
る
と
思
い
ま
す
。

〝
ふ
り
か
け
”
で
味
付
け

　

福
祉
計
画
を
作
る
か
ら
と
い
っ

て
、「
何
か
新
し
い
こ
と
を
し
な

く
て
は
」「
高
い
目
標
を
持
た
な

く
て
は
」
と
い
う
こ
と
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
活
動
は

長
続
き
し
に
く
い
の
で
す
。
支
え

合
い
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
普
段
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と

に
少
し
の
〝
ふ
り
か
け
”
を
加
え
、

味
付
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。
例
え
ば
、
市
民
か
ら
聞
い

た
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
時
間
に
合
わ
せ
て
庭
い
じ
り

を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
話
。
と

て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
で
き
る

か
ら
で
す
。
普
段
し
て
い
る
庭
い

じ
り
を
登
下
校
の
時
間
に
す
る
と

い
う
少
し
の
努
力
で
、
福
祉
は
始

ま
り
ま
す
。

福
祉
は
人
助
け+

人
育
て

　

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と

が
福
祉
で
す
が
、
私
は
さ
ら
に
福

祉
を
担
う
人
を
育
て
る
こ
と
も
福

祉
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
く
れ
る
リ
ー

ダ
ー
を
、
み
ん
な
で
支
え
育
て
る

こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

み
ん
な
が
主
体
者
と
な
っ
て
、
福

祉
の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　東洋経済新報社が、全国787市と東京区部全体を
調査した「住みよさランキング」で、市が全国２位
になりました（出典：「都市データパック2012年版」
東洋経済新報社）。
　あくまで一企業の指針による結果ですが、これま
で皆さんが積極的にまちづくりに参加してきた成果
だと思います。
　そして、今まさに市民協働のまちづくりに尽力し
ている人たちがいます。そんな、民間と市民と行政
が一緒になって野々市市のこれからを考える活動を
紹介します。

　市内の商工農業の有志の皆さんが、野々市の産業を活性
化させようと、昨年10月に設立した会。６月28日㈭に開
かれた総会では、今年度の計画として、人材育成のために
学生の職場体験を受け入れる企業をリストアップすること
や、野々市特産のキウイを使ったキウイビネガー（キウイ
酢）を商品化することが決まりました。

みんなでつくる住み心地1番のまち

野々市ブランドをつくろう！
野々市産業戦略会議

　５月から市民の皆さんが主体となり、共に支え合うまち
づくりについて、テーマ別に分かれ具体的な課題や解決策
を話し合ってきました。いよいよこれから、市と市社会福
祉協議会が、計画の策定に入ります。なぜ、今、地域福祉
の計画が必要なのか。計画策定委員長の内慶瑞さんが7月
７日㈯に開かれた市社会福祉大会で語りました。

支え合いのまちをつくろう！
市地域福祉計画・地域福祉活動計画

シンポジウム「テーマ別部会から見えること」

　

計
画
の
テ
ー
マ
は
４
つ
。
地
域

に
参
加
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る

「
参
加
」、
み
ん
な
で
支
え
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
支
え
合

い
」、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
地
域

や
専
門
機
関
と
連
携
す
る
た
め
の

「
つ
な
が
る
し
く
み
」、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
も
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
「
地

域
環
境
づ
く
り
」
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
各
部
会

か
ら
２
人
ず
つ
参
加
し
、
こ
れ
ま

で
の
話
し
合
い
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
の
っ

テ
ィ
体
操
を
活
用
し
て
参
加
し
や

す
い
機
会
を
作
る
、
若
い
人
も
地

域
に
溶
け
込
め
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
を
作
る
、
と
い
っ
た

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
内
さ
ん
は
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
の
欠
点
を
埋

め
る
の
で
は
な
く
、
良
い
と
こ
ろ

を
見
つ
め
な
お
す
と
い
う
考
え
方

が
こ
の
計
画
の
根
底
に
あ
り
ま

す
。
若
い
人
が
多
い
野
々
市
市
ら

し
い
意
見
が
出
て
、
こ
れ
か
ら
が

楽
し
み
で
す
ね
」
と
、
ま
と
め
ま

し
た
。

【
写
真
右
か
ら
】（
敬
称
略
）
滝
正

二
、
大
地
原
顕
重
、
安
田
義
和
、

早
川
雅
代
、
飯
田
翔
平
、
藤
田
雅

顯
、
清
水
博
、
宮
前
真
弓

　キウイを使った果実酢。企画担当の
北川優ＪＡののいち営農経済部長は、
「キウイワインの活用法を考えていたと
ころ、酒を発酵させた酢に行きついた。
酢はいろんな料理に使えるうえに、果
実酢は美容やダイエットに効果がある
と若い女性を中心に注目され始めたと
ころ。新しい野々市ブランドにふさわ
しい商品を作ります！」と熱く語って

いました。
　西村信夫ＪＡののいち組合長
は、「農協だけでは、販売方法に
限界があった。会議が商品化を
手がけることで、商工会や事業
所と連携した新しい販路が期
待できる」と話しました。

kiwi vinegarキウイビネガー
野
々
市
産
業
戦
略
会
議
　
理
事
長

佛
田
利
弘
さ
ん
に
聞
く
！

　

会
議
は
、
組
織

の
垣
根
を
超
え
た
一

人
の
人
間
同
志
が
つ
な
が
り
、
新

し
い
何
か
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い

う
場
で
す
。
何
気
な
く
過
ご
し
て

い
る
毎
日
で
す
が
「
自
分
の
人

生
っ
て
良
い
か
も
」「
住
ん
で
る

野
々
市
っ
て
い
い
所
か
も
」「
仕

事
っ
て
楽
し
い
か
も
」
と
思
え
る

何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
な

い
か
、
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
切

で
、
そ
こ
か
ら
野
々
市
に
し
か
な

い
個
性
＝
「
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
」

が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

物
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
人
材
で

あ
っ
た
り
、
価
値
観
で
あ
っ
た
り

し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
の
商
品
化
に
向
け
て
計
画

が
進
ん
で
い
る
キ
ウ
イ
ビ
ネ
ガ
ー

は
、
そ
の
も
の
が
商
品
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
飲
料
水
に
し
た
り
料

理
に
使
っ
た
り
、
素
材
と
し
て
も

期
待
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
活
用

方
法
の
幅
が
広
く
、
そ
れ
だ
け
い

ろ
ん
な
人
が
関
わ
れ
る
可
能
性
の

あ
る
企
画
で
す
。
商
品
化
に
は
、

市
内
の
キ
ウ
イ
生
産
家
や
行
政
、

大
学
の
研
究
機
関
な
ど
が
携
わ
り

ま
す
が
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
「
産

学
官
民
」
連
携
と
い
う
新
し
い
形

で
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

↑キウイワインと

キウイビネガーの試作品

【内
うち

　慶
けい

瑞
ずい

】
地域福祉計画策定委員長
地域福祉活動計画策定委員長
金城大学社会福祉学部准教授



5　広報ののいち　2012. 8月号 広報ののいち　2012. 8月号　4

自分のまちを守りたい。

第17回 市自警団小型ポンプ操法大会
７月８日㈰　中央公園運動広場

過去最多11自警団が参加して、訓練の成果を発
揮しました。

【優　勝】
堀内自警団

【準優勝】
粟田自警隊

【第３位】
太平寺自警団

第８回　白山野々市消防訓練大会
６月24日㈰　松任グリーンパーク（白山市）

　日ごろの訓練成果が発揮され、各部門で優秀な成
績を収めました。

【総　合】　　　　　　　準優勝　第４分団
【ポンプ車操法の部】　　優勝　　第２分団
【小型ポンプ操法の部】　優勝　　第２分団

消防団活動に尽力された方への表彰（敬称略）
【県知事表彰】
■銀杯を授与する表彰　林 浩陽
■配偶者等感謝状　　　清水 かほる、中村 久栄

【県消防協会長表彰】
■優良消防団　第５分団
■功績章　　　西川 暁　
■勤続功労章　浅野 晃一、後藤 龍哉、扇 勝浩

【白山野々市消防連合会長表彰】
■永年勤続表彰　　坂井 邦治、木津 也寸志、
　　　　　　　　　熱野 竜一、岩内 信行、丸山 隆
■退職役員感謝状　塚本 勝久

自警団
も活躍

！

野々市市総合防災訓練
８月26日㈰９：00から　御園小学校

　大規模地震が発生したとの想定で、御園
小学校区の10町内会、関係機関など総勢約
600人が参加して訓練を行います。

※9:00に訓練サイレンが鳴ります
問い合わせ　環境安全課　☎227-6051

町内会
でも防

災を！

消火…火災現場に駆けつけ、早期鎮火に努めます。
防火…警戒パトロールや火災防ぎょ訓練を行い防火

に努めます。
救助… 地震などの自然災害時に、被害者の救助・救

出を行います。
水防… 台風や集中豪雨などの水害時に、土のう積み

などの防災活動を行います。
広報…出初式やじょんからまつりでのはしご登りや

防火啓発などを行います。

事業所の皆さんへ
　消防団員の約７割が会社員など勤めている人であ
り、その活動には職場の理解や協力が欠かせませ
ん。団員の勤務先を「消防団協力事業所」として認
定し、事業所の地域貢献を紹介します。認定を希望
する事業所は、環境安全課まで申請してください。

活動内容地域を愛する心を力に変えて

　消防団は、安心できるまち
づくりのために、地域の人で
つくる組織です。団員は「自

分たちの地域は自分たちで守る」という強い使命感
のもと、仕事を抱えながらも災害時は現場に駆けつ
けます。定期的な訓練や器具の点検など日常も活動
しています。
　東日本大震災でその役割が注目されたように、消
防団は、地域を愛する人の集まりであり、ときには
身に危険がおよぶ活動もあります。結束力が強く、
地域を知り尽くした私たちだからこそ、できる活動
があると思います。消防団の活動にご理解とご協力
をお願いします。

清水 一男さん

野々市市消防団　団長

　市内に引っ越してきて３年、
入団して１年半になります。町
内会の人に誘われて入団を決意。

団員は同じ地域に住む人ばかりなので、一気に地域に
なじむことができました。消防訓練大会には、ポンプ
車操法の１番手として出場し、総合準優勝という結果
が出せました。大会では、個人の技術や速さよりも
チームの連携が大切と実感しました。それは、災害現
場でも同じです。一人では限界があることも、団員が
一致団結することで、できることがあります。一緒に
がんばりましょう。

兒玉 博さん

野々市市消防団　第４分団

地域の輪に入るきっかけに

身分…市の非常勤特別職（地方公務員）です。
報酬など… 年額報酬や災害活動または訓練に出動した

際の手当が支給されます。
災害補償…消防団活動中の負傷などは補償されます。
福利厚生… 福祉共済や火災共済など日常生活をサポー

トする制度があります。
被服など…必要な被服や装備は貸与されます。
退職報奨金…一定以上勤務した退団者に支給されます。
表彰…職務での功労や功績に対して授与されます。

◦◦◦◦◦女性や学生も参加できます
　全国では約19,500人の女性と約2,000人の学生が団員
として活躍しています。市でも、12人の女性団員（第
５分団）が防火意識の普及を呼びかけ、一人暮らし高
齢者宅の防火診断を行うなど、活躍しています。

団員募集　18歳以上の人

野々市市消防団
　消防団は、常勤の消防職員が勤務する消防署とは
異なり、火災や大規模災害発生時に自宅や職場から
現場へ駆けつけ、消火・救助活動などを行う「市民
の消防」です。

　市消防団は、本町地区の第１分団、富奥地区の第
２分団、郷地区の第３分団、押野地区の第４分団、
女性分団の第５分団の５つの分団から構成されてい
ます。第１～４分団には、消防ポンプ車、小型ポン
プ付積載車（第１分団は救助用資機材搭載車）が配
備されていて、火災発生時は、消防ポンプ車でいち
早く現場に駆けつけて消火活動を行います。
　消火活動や水防活動などあらゆる災害時の活動の
他に、火災の予防活動や広報活動も行っています。

　また、それぞれの消防ポンプ車（第１分団は救助
用資機材搭載車）には、ＡＥＤ（自動対外式除細動
器）が配備されています。ＡＥＤとは心臓に電気
ショックを与える医療機器で、一般の人でも簡単に
操作でき、火災出動など緊急時に対応するととも
に、平常時においては格納庫付近の住民が使用する
こともできます。
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Ⓐ
い
わ
ゆ
る
透
水
性
舗
装
に
つ
い
て

は
、
雨
水
な
ど
を
地
下
水
と
し
て

地
中
に
浸
透
さ
せ
る
な
ど
の
効
果
も
あ
る

が
、
目
詰
ま
り
に
よ
る
機
能
低
下
や
消
雪

装
置
の
水
が
拡
散
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
、

維
持
管
理
面
で
の
負
担
が
大
き
い
が
、
今

後
調
査
研
究
を
し
た
い
。

Q
更
に
都
市
型
洪
水
対
策
と
し
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

一
定
規
模
以
上
の
開
発
行
為
に
対
し
て
、

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
・
利
用
と
浸
透

舗
装
を
指
導
し
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
雨
水
の
貯
留
に
つ
い
て
、
区
画
整

理
地
内
で
は
県
の
基
準
に
基
づ
き

雨
水
調
整
池
を
設
置
し
、
民
間
開
発
で

は
、
本
市
の
基
準
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
に
よ
る
雨
水
貯
留
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
雨
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
開

発
業
者
の
自
主
性
に
委
ね
て
い
る
。
透
水

性
舗
装
は
、
目
詰
ま
り
な
ど
も
あ
り
、
下

流
域
へ
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
確
実
な

方
法
と
な
ら
な
い
た
め
市
と
し
て
積
極
的

な
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
洪
水
対
策
・
震
災
対
策
・
節
水
に

有
効
な
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
一
般

家
庭
に
も
普
及
さ
せ
る
為
、
設
置
助
成
制

度
を
設
け
よ
。

Ⓐ
市
総
合
計
画
の
雨
水
排
水
対
策
の

充
実
に
基
づ
き
、
雨
水
排
水
対
策

の
補
助
制
度
な
ど
を
含
め
調
査
研
究
し
、

検
討
し
た
い
。

平
成
24
年
第
２
回
市
議
会
　
６
月
定
例
会

議
案
22
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
議
案
は
５
件
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

　
市
政
全
般
に
わ
た
り
、西
本
、中
村
、岩
見
、早
川
、金
村
、村
本
、大
東
議
員
の
７
人

か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

一 

般 

質 

問

専
決
処
分
（
平
成
23
年
度
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
）
の
承
認

３
，３
９
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、予
算
総

額
を
18
億
２
４
４
万
８
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

公
共
下
水
道
債
や
流
域
下

水
道
債
な
ど
の
確
定
に
伴
う
歳
入
予
算
の

補
正
お
よ
び
流
域
下
水
道
維
持
管
理
負
担

金
の
確
定
な
ど
に
伴
う
歳
出
の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
23
年
度
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
）
の
承
認

収
益
的
収
支
に
お
い
て
１
千
万
円
増
額
し
、

資
本
的
収
入
に
お
い
て
９
９
０
万
１
千
円
、

資
本
的
支
出
に
つ
い
て
１
億
４
，５
０
０
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

加
入
金
の
増
額
お
よ
び
事

業
確
定
等
に
伴
う
消
費
税
や
過
年
度
損
益

修
正
損
の
増
額
。

専
決
処
分
（
中
部
圏
の
都
市
開
発
区
域
に

お
け
る
市
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承
認

上
位
法
令
の
改
正
に
伴
い
、政
令
に
定
め

る
固
定
資
産
の
税
の
不
均
一
課
税
の
特
例

措
置
の
期
間
延
長
に
よ
り
、条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
。

専
決
処
分
（
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）
の
承
認

地
方
税
法
お
よ
び
関
係
法
令
の
改
正
に
伴

い
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

Q
本
市
は
廃
棄
物
の
処
理
や
消
防
、

斎
場
、
公
立
病
院
の
運
営
や
下
水

道
事
業
な
ど
を
広
域
的
に
取
り
組
む
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
自
立

し
た
市
を
目
指
す
為
、
廃
棄
物
処
理
と
斎

場
の
直
営
化
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

本
市
の
必
要
性
の
認
識
と
広
域
処
理
と
し

て
い
る
根
拠
を
問
う
。

Ⓐ
こ
れ
ま
で
関
係
自
治
体
と
協
議
し
、

協
力
を
得
て
、
広
域
で
取
り
組
ん

で
き
た
経
緯
が
あ
り
、
本
市
だ
け
の
事
情

で
管
理
運
営
を
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な

い
。
自
治
体
の
施
設
整
備
費
用
の
縮
減
、

維
持
管
理
の
軽
減
な
ど
の
理
由
か
ら
、
県

内
で
は
、
廃
棄
物
処
理
や
斎
場
を
広
域
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
多
い
。

本
市
の
水
害
対
策
と
雨
水
利
用
に
つ
い
て

Q
本
市
の
水
害
対
策
の
現
状
は
。

Ⓐ
本
市
で
作
成
し
た
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し

い
。
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
改
修
お
よ
び

農
業
用
用
水
路
な
ど
の
改
修
も
順
次
進
め

ら
れ
て
い
る
。
洪
水
対
策
と
し
て
、
水
防

実
施
計
画
を
策
定
し
、
万
全
の
体
制
を
整

え
て
い
る
。

Q
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
都
市
型

洪
水
に
対
す
る
備
え
が
不
十
分
と

考
え
る
。
備
え
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
の

舗
装
を
浸
透
性
の
舗
装
に
転
換
せ
よ
。

広
域
処
理
事
業
の
直
営
化
の
必
要
性
を
問
う

西
本　

政
之　

議
員

専
決
処
分
（
平
成
23
年
度
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
）
の
承
認

９
７
０
万
９
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を

３
億
３
，４
０
７
万
１
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

保
険
料
決
算
見
込
や
保
険

料
基
盤
安
定
繰
入
金
な
ど
の
確
定
に
伴
う

歳
入
予
算
の
補
正
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
な
ど
の
確
定
に
伴
う

精
算
額
の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
23
年
度
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
）
の
承
認

６
５
７
万
２
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を

20
億
１
，８
６
０
万
３
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

保
険
料
決
算
見
込
、事
務

費
繰
入
金
な
ど
の
確
定
に
伴
う
歳
入
予
算

の
補
正
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
給
付
費
等
の
確
定
に
伴
う
精
算
額
の
調

整
。

事
務
の
相
互
委
託
の
変
更

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、金
沢

市
や
白
山
市
な
ど
９
市
町
と
証
明
書
の
交

付
等
に
係
る
事
務
の
相
互
委
託
に
関
す
る

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
。

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、共
通

経
費
の
支
弁
の
方
法
を
変
更
す
る
た
め
、

規
約
を
変
更
す
る
。

市
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
推
薦
さ
れ
た
と

し
て
鈴
木　

信
一
氏（
二
日
市
町
）に
つ

い
て
適
任
と
認
定
す
る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・ 

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

・ 

並
行
在
来
線
の
持
続
可
能
な
安
定
経
営

の
実
現
を
求
め
る
決
議

・ 「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」に
よ

る
社
会
基
盤
再
構
築
を
求
め
る
意
見
書

・ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に

向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

・ 

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

可
決
さ
れ
た
議
案

専
決
処
分
（
平
成
23
年
度
市
一
般
会
計
補

正
予
算
）
の
承
認

９
，４
９
８
万
円
を
増
額
し
、予
算
総
額

を
１
５
８
億
５
，５
２
２
万
４
千
円
と
し

た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

事
業
に
係
る
国
県
支
出
金

な
ど
の
交
付
決
定
に
伴
う
歳
入
予
算
の
補

正
お
よ
び
事
務
事
業
の
確
定
に
伴
う
歳
出

不
用
額
な
ど
の
調
整
。

専
決
処
分
（
平
成
２
３
年
度
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
）
の
承
認

４
，３
５
５
万
３
千
円
を
減
額
し
、予
算
総

額
を
43
億
３
９
４
万
５
千
円
と
し
た
も
の
。

■
主
な
内
訳　

財
政
調
整
交
付
金
、保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
交
付
金
な
ど
の
確

定
に
伴
う
歳
入
予
算
の
補
正
お
よ
び
療
養

給
付
費
や
高
額
療
養
費
な
ど
の
確
定
に
伴

う
精
算
額
の
調
整
。

市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

市
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
毎
月
か
ら
隔
月

検
針
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、条
例
を

一
部
改
正
す
る
。

市
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
条
例

新
た
な
市
営
住
宅
の
４
階
、５
階
部
分
を

優
良
賃
貸
住
宅
と
し
て
定
め
、従
来
の
所

得
制
限
で
入
居
で
き
な
か
っ
た
子
育
て
世

帯
な
ど
が
入
居
で
き
る
条
例
を
新
た
に
制

定
す
る
。

「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一

部
変
更

平
成
13
年
第
２
回
定
例
会
に
て
議
決
し
た

庁
舎
敷
地
の
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、当

初
の
財
産
の
数
量
お
よ
び
取
得
金
額
を
変

更
す
る
。

市
道
路
線
の
廃
止

市
道
路
線
の
認
定

北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
内

な
ら
び
に
扇
が
丘
地
内
に
お
け
る
道
路
事

業
の
整
備
完
了
に
伴
い
、13
路
線
を
廃
止

し
、51
路
線
を
認
定
す
る
。

専
決
処
分
（
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承
認

地
方
税
法
お
よ
び
関
係
法
令
の
改
正
に
伴

い
、保
険
税
の
賦
課
に
関
し
て
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

住
民
基
本
台
帳
法
お
よ
び
関
係
法
令
の
改

正
に
伴
い
、外
国
人
に
住
民
基
本
台
帳
法

が
適
用
さ
れ
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。

公
益
的
法
人
等
へ
の
市
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
制
施
行
に
伴
い
、職
員
を
派
遣
す
る
団

体
の
名
称
が
変
更
し
た
た
め
、条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、外
国

人
登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

市
敬
老
福
祉
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、外
国

人
登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

新
た
な
市
営
住
宅
の
名
称
を「
つ
ば
き
の

郷
住
宅
」と
定
め
、１
階
か
ら
３
階
ま
で

の
入
居
に
関
す
る
要
件
な
ど
を
規
定
す
る

た
め
、条
例
を
一
部
改
正
す
る
。
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い
か
。
市
の
中
央
に
位
置
し
交
通
ア
ク

セ
ス
も
良
く
、
広
い
敷
地
、
頑
丈
な
地

盤
、
豊
富
な
地
下
水
な
ど
大
変
魅
力
的
で

あ
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
安
全
の
研

究
な
ど
の
た
め
に
、
市
単
独
ま
た
は
県
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
で
も
取
得
し
て
は
ど
う

か
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

Ⓐ
今
年
４
月
に
工
場
閉
鎖
の
報
告
を

聞
い
て
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

工
場
跡
地
の
再
開
発
計
画
に
つ
い
て
は
グ

ル
ー
プ
会
社
を
中
心
に
今
年
度
中
を
め
ど

に
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
市
の

思
い
も
伝
え
て
あ
る
の
で
、
有
益
な
開
発

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

厳
し
い
並
行
在
来
線
の
３
セ
ク
経
営

Q
新
幹
線
建
設
に
伴
う
並
行
在
来
線

の
３
セ
ク
経
営
は
最
初
か
ら
赤
字

で
、
運
賃
の
値
上
げ
と
地
元
負
担
が
続
く

こ
と
に
な
る
。
並
行
在
来
線
の
将
来
は
ど

う
な
る
と
思
う
か
。
少
な
く
と
も
鉄
道
資

産
の
無
償
譲
渡
や
、
上
下
分
離
を
求
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ⓐ
並
行
在
来
線
は
地
域
住
民
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
幹
線
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
県
お
よ
び

県
内
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
経
営
安
定
の

た
め
支
援
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
鉄
道
資
産
は
、
可
能
な
限
り
低
廉

な
価
格
で
譲
渡
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
や

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
要
請
を
し
た
。
安
全
の
確

保
を
最
優
先
に
、
安
定
的
な
運
行
お
よ
び

利
用
実
態
に
即
し
た
利
便
性
の
確
保
を
求

め
て
県
お
よ
び
沿
線
自
治
体
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
適
正
な
運
行
が
図
ら
れ
る
よ

う
今
後
と
も
要
望
し
て
い
く
。

公
共
施
設
で
磁
気
ル
ー
プ
の
活
用
を

Q
難
聴
者
や
高
齢
者
の
聴
こ
え
を
良

く
す
る
磁
気
ル
ー
プ
を
周
知
・
活

用
す
る
と
と
も
に
、
フ
ォ
ル
テ
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

Ⓐ
本
市
で
は
平
成
20
年
10
月
よ
り
移

動
式
磁
気
ル
ー
プ
を
配
置
し
て
お

り
、
敬
老
会
や
社
会
福
祉
大
会
な
ど
で
活

用
し
て
い
る
。
こ
の
設
備
を
今
後
さ
ら
に

周
知
し
、
そ
の
活
用
状
況
を
見
な
が
ら
、

行
っ
た
り
、広
報
な
ど
で
募
集
し
て
い
る
。

８
月
号
の
広
報
で
消
防
団
の
活
動
に
つ
い

て
特
集
を
組
み
、募
集
す
る
予
定
で
あ
る
。

待
遇
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
規
模
な
ど
か

ら
鑑
み
て
も
他
市
町
と
は
遜
色
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。
県
内
自
治
体
の
ほ
と
ん

ど
は
分
団
ご
と
に
消
防
ポ
ン
プ
車
１
台
の

配
備
で
あ
る
が
、
本
市
で
は
さ
ら
に
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
１
台
を
各
分
団
に

配
備
し
て
い
る
。
今
後
も
団
員
の
安
全
確

も
の
づ
く
り
を
育
む
教
育
に
つ
い
て

Q
物
の
豊
か
な
現
代
に
お
い
て
、
過

去
の
技
術
を
呼
び
返
し
、
子
ど
も

た
ち
に
新
た
な
発
想
を
よ
び
さ
ま
さ
せ
る

教
育
が
必
要
と
考
え
る
。
当
市
に
は
金
沢

工
業
大
学
、
石
川
県
立
大
学
を
有
し
、
こ

の
上
な
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
自
然
公

園
な
ど
環
境
も
整
備
し
他
に
先
駆
け
て
、

青
少
年
の
学
校
教
育
以
外
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
欲
し
い
。
教
育

長
の
見
解
を
聞
く
。

Ⓐ
学
校
教
育
の
現
場
、
各
地
区
公
民

館
、
市
内
の
大
学
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
な
ど
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
科
学

や
も
の
づ
く
り
を
学
ぶ
機
会
の
充
実
に
努

め
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の
多
感
な
成
長

期
に
体
験
、
体
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

た
知
識
、
技
術
は
そ
の
後
の
成
長
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
興
味
関
心
を
わ
か
す

た
め
に
は
、
本
物
に
触
れ
る
こ
と
が
一
番

大
事
で
あ
る
。
現
在
の
事
業
な
ど
を
見
直

し
な
が
ら
、
今
後
も
も
の
づ
く
り
を
育
む

教
育
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

企
業
撤
退
に
つ
い
て

Q
高
度
成
長
期
の
象
徴
の
よ
う
に
繁

栄
し
た
企
業
が
ま
た
一
つ
去
ろ
う

と
し
て
い
る
。
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
野
々

市
の
未
来
の
た
め
に
確
保
す
べ
き
で
は
な

野
々
市
に
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
た
め
に

早
川　

彰
一　

議
員

市
施
設
へ
の
設
置
や
社
会
福
祉
協
議
会
へ

配
備
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
を

Q
患
者
負
担
、
医
療
保
険
財
政
の
面

か
ら
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。
現
況
の
報
告
と
と
も
に
、
医

師
会
の
理
解
・
協
力
を
ど
の
よ
う
に
求
め

て
い
く
の
か
、
普
及
策
を
示
せ
。

Ⓐ
普
及
策
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
国

民
健
康
保
険
証
の
更
新
に
あ
わ
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
同

封
し
て
配
布
し
、
さ
ら
に
、
医
師
会
、
薬

剤
師
会
に
は
さ
ら
な
る
普
及
促
進
に
つ
い

て
の
協
力
を
要
請
し
て
い
く
。
今
後
は
、

広
報
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
や
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
の
差

額
通
知
書
の
発
行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

被
保
険
者
の
自
己
負
担
軽
減
お
よ
び
医
療

保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

保
に
万
全
を
期
す
た
め
、
よ
り
耐
火
性
の

優
れ
た
防
火
服
の
導
入
等
、
活
動
環
境
の

充
実
を
引
き
続
き
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
現
時
点
で
の
各
分
団
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

配
備
の
状
況
を
説
明
せ
よ
。

Ⓐ
昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

消
防
ポ
ン
プ
車
３
台
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

各
１
台
配
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
で

は
す
べ
て
の
消
防
団
車
両
に
配
備
が
完
了

し
て
い
る
。

減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
待

機
児
童
の
お
そ
れ
は
な
い
と
考
え
る
。

Q
入
学
金
や
教
材
費
の
上
乗
せ
料
金

が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
母

子
世
帯
は
仕
事
を
増
や
す
な
ど
に
追
い
込

ま
れ
て
し
ま
う
。

Ⓐ
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

金
額
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

現
行
制
度
の
水
準
を
基
本
と
し
、
所
得
階

層
区
分
ご
と
に
、
ま
た
認
定
時
間
の
長
短

の
区
分
に
よ
り
定
額
・
応
能
負
担
に
よ
り

今
後
検
討
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
上

乗
せ
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
学
校
法

人
等
が
運
営
す
る
幼
稚
園
で
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
保
育
園
を
運
営
し
て
い
る
市
や

社
会
福
祉
法
人
で
は
、
上
乗
せ
料
金
の
徴

収
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
た
時
点
で
検

討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

Q
市
町
村
の
保
育
実
施
義
務
が
な
く

な
る
が
。

Ⓐ
児
童
福
祉
法
第
24
条
の
改
正
内
容

を
み
て
も
、
市
町
村
の
保
育
の
実

施
義
務
が
な
く
な
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
。Q

保
育
認
定
が
必
要
と
な
り
、
子
ど

も
を
預
け
て
か
ら
仕
事
を
探
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
。

Ⓐ
求
職
中
で
も
１
カ
月
な
ら
ば
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
と
認
識
し
て
い

る
。Q

待
機
児
童
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

Ⓐ
総
合
こ
ど
も
園
と
し
て
運
営
を
行

う
と
き
は
、
利
用
定
員
な
ど
を
定

め
、
市
長
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
利
用
定
員
を
定
め
る
際
に
は
、

区
分
ご
と
に
定
員
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
３
歳
未
満
児
の
定
員
の
み
を

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

岩
見　

博　

議
員

野
に
お
け
る
情
報
収
集
お
よ
び
自
己
啓
発

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

Q
職
員
研
修
の
実
態
と
こ
れ
ま
で
の

効
果
に
つ
い
て
。

Ⓐ
研
修
は
、
県
市
町
村
職
員
研
修
所

が
主
催
す
る
も
の
、
各
種
団
体
が

主
催
す
る
各
部
署
に
特
化
し
た
業
務
に
必

要
な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た
も
の
と

大
き
く
分
け
て
２
つ
の
形
態
が
あ
る
。
研

修
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
知
識
の
習
得
の

み
な
ら
ず
、
県
内
各
市
町
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
受
講
者
と
接
す
る
こ
と
で
情
報
交
換

や
交
流
の
場
に
も
な
り
、
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Q
市
役
所
職
員
の
愛
と
和
の
一
声
（
あ

い
さ
つ
）
運
動
の
終
日
実
施
に
つ

い
て
。

Ⓐ
あ
い
さ
つ
は
す
べ
て
の
人
間
関
係

を
円
滑
に
す
る
上
で
大
変
重
要
で

あ
る
。
職
員
へ
は
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配

布
す
る
な
ど
常
日
ご
ろ
か
ら
の
指
導
を
心

が
け
て
お
り
、
自
然
に
あ
い
さ
つ
が
交
わ

さ
れ
る
明
る
い
市
役
所
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

消
防
団
お
よ
び
装
備
の
充
実
に
つ
い
て

Q
昨
年
か
ら
の
団
員
確
保
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
や
待
遇
改
善
を

具
体
的
に
示
せ
。

Ⓐ
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
連

合
町
内
会
へ
増
員
の
協
力
要
請
を

Q
昨
年
の
９
月
定
例
会
一
般
質
問
か

ら
の
計
画
の
進
展
は
あ
る
の
か
。

Ⓐ
再
開
発
構
想
に
つ
い
て
、
現
在
の

市
立
図
書
館
と
中
央
公
民
館
を
中

心
と
す
る
計
画
と
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
地

域
も
含
め
た
計
画
で
調
査
を
し
て
い
る
。

Q
県
道
側
の
２
丁
目
１
番
街
も
含
む

総
合
開
発
を
考
え
る
か
。

Ⓐ
再
開
発
を
計
画
す
る
上
で
は
、
地

元
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
本
町
地

区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
さ
ら
に
調

査
を
深
め
て
い
き
た
い
。

「
野
々
市
の
市
」
に
対
す
る
要
望

Q
主
催
者
市
民
と
の
協
働
の
あ
り
か

た
は
。

Ⓐ
市
民
が
自
発
的
に
取
り
組
ん
で
生

ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
の
で
、

今
後
も
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
側
面
的

に
支
援
し
た
い
。

市
役
所
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て

Q
職
員
研
修
の
実
施
計
画
は
。

Ⓐ
本
市
で
は
、
人
材
育
成
基
本
方
針

を
策
定
し
、
職
員
育
成
に
努
め
て

い
る
。
研
修
実
施
計
画
で
は
接
遇
、
知
識

の
習
得
お
よ
び
各
階
層
に
お
け
る
能
力
の

向
上
を
図
り
、
ま
た
、
各
種
研
修
機
関
へ

の
派
遣
を
積
極
的
に
活
用
し
、
各
専
門
分

旧
役
場
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て中村　

義
彦　

議
員
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明
倫
高
校
で
は
、
90
％
の
生
徒
が
自
転
車

通
学
で
、
通
学
時
に
平
成
22
年
度
、
23
年

度
と
も
に
22
件
、
今
年
度
は
５
月
末
時
点

で
５
件
の
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
発

生
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
危
険
箇
所
を
地
図
な
ど
で
把
握
す
る

こ
と
は
必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

■
７
月

３
日 

青
森
県
む
つ
市
議
会
総
務
教
育
常

任
委
員
会
視
察
来
庁

９
～
11
日　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

６
月
分
入
札

■ 

野
々
市
駅
前
広
場
整
備
事
業　

駐
輪
場

整
備
工
事

予
定
価
格　

２
２
３
６
万
５
千
円

落
札
価
格　

２
０
５
８
万
円

落
札
者　

石
川
建
設
工
業
㈱

■ 

公
共
下
水
道
事
業　

汚
水
管
布
設
工
事

末
松
処
理
分
区　

第
11
工
区

予
定
価
格　

１
６
５
９
万
円

落
札
価
格　

１
４
０
７
万
円

落
札
者　

㈱
河
合
組

■ 

公
共
下
水
道
事
業　

末
松
北
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事

予
定
価
格　

１
５
１
２
万
円

落
札
価
格　

１
２
１
８
万
円

落
札
者　

第
一
電
機
工
業
㈱

■ 

野
々
市
市
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

区
画
街
路
舗
装
工
事　

第
18
工
区

予
定
価
格　

１
８
６
９
万
円

落
札
価
格　

１
７
５
３
万
５
千
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■ 

野
々
市
市
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

区
画
街
路
舗
装
工
事　

第
19
工
区

予
定
価
格　

１
５
５
４
万
円

落
札
価
格　

１
４
５
９
万
５
千
円

入 

札 

結 

果

６
月
16
日
か
ら
７
月
15
日

■
６
月

18
日 

予
算
特
別
委
員
会

19
日 

総
務
常
任
委
員
会

 

教
育
文
化
常
任
委
員
会

20
日 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

22
日 

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

29
日 

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
議
会

臨
時
会

議 

会 

活 

動

落
札
者　

島
屋
建
設
㈱

■ 

公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

末
松
処
理
分
区　

第
１
工
区

予
定
価
格　

１
９
１
１
万
円

落
札
価
格　

１
７
８
５
万
円

落
札
者　

北
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
㈱

市 

感 

謝 
状

◆
村
山　

和
雄
氏　

市
都
市
計
画
審
議
会

委
員
と
し
て
10
年
務
め
ら
れ
た
。

消 

防 

表 

彰

６
月
1
日
に
発
生
し
た
太
平
寺
の
建
物
火

災
で
迅
速
な
発
見
・
初
期
消
火
を
行
っ
た
。

◆
熊
田　

政
陸
氏

◆
栂
谷
内　

義
穣
氏

■ 

高
円
宮
杯
第
32
回
全
日
本
学
童
軟
式
野

球
大
会
県
大
会

優
勝　

富
陽
学
童
野
球
ク
ラ
ブ

★
８
月
12
日
か
ら
の
全
国
大
会
に
出
場

■ 

第
28
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
予
選
会

準
優
勝　

野
々
市
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
チ
ー
ム

★
７
月
27
日
か
ら
の
全
国
大
会
に
出
場

■ 

第
35
回
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

中
部
支
部
大
会

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
賞　

コ
ー
ロ
・
カ
メ
リ
ア

★
８
月
24
日
か
ら
の
全
国
大
会
に
出
場

大 

会 

結 

果

か
ら
、
市
街
地
を
拡
充
す
る
た
め
の
都
市

基
盤
整
備
で
あ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の

導
入
を
前
提
と
し
て
、
消
雪
装
置
の
設
置

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
の
の
い
ち
っ
子
」と「
子
ど
も
憲
章
」

Q
議
会
改
革
も
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。

市
民
と
し
て
次
世
代
へ
の
期
待
も

大
き
い
。
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
大
人

の
一
人
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
市
民
、
先
生
、
子
ど
も
達
が
一
緒
に

新
し
い
気
持
ち
で
ふ
る
さ
と
野
々
市
市
を

創
ろ
う
。
総
合
計
画
の
市
長
の
発
刊
の
ご

あ
い
さ
つ
で
は
市
民
ぐ
る
み
で
唱
和
し
ま

し
ょ
う
。「
高
ら
か
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

の
調
べ
に
乗
っ
て
」
が
、
私
の
「
野
々
市

や
救
急
救
命
講
習
会
の
受
講
促
進
を
行

い
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
Ｊ
︱
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は
昨

年
３
月
に
導
入
し
、
運
用
し
て
い
る
。
本

市
で
は
必
要
情
報
が
入
り
次
第
、
自
動
的

に
ほ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
よ
る
緊
急
割
り
込
み
放
送
で

伝
達
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
登
録

者
や
聴
取
者
し
か
情
報
を
入
手
で
き
な
い

状
況
を
踏
ま
え
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線

の
導
入
を
含
め
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

災
害
対
策
の
一
環

Q
災
害
な
ど
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途

絶
え
た
時
な
ど
に
無
料
で
飲
料
を

提
供
し
て
く
れ
る
自
動
販
売
機
メ
ー
カ
ー

と
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
災
害
時
に
無
料
で
自
動
販
売
機
内

の
飲
料
水
を
提
供
す
る
災
害
対
応

型
の
機
種
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
１
メ
ー

カ
ー
が
市
文
化
会
館
と
市
民
体
育
館
に
１

台
ず
つ
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
市
内
の

事
業
所
と
も
災
害
時
に
飲
料
水
な
ど
物
資

の
安
定
確
保
が
目
的
の
協
定
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

原
子
力
防
災
に
つ
い
て

Q
志
賀
原
発
で
重
大
な
事
故
が
起
き

た
場
合
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
に

本
市
は
、「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
市
町
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

Q
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
、
県

立
大
学
、
野
々
市
明
倫
高
校
、
明

和
特
別
支
援
学
校
と
の
協
議
に
つ
い
て
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

Ⓐ
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
国
や
県
の
想
定
な
ど
を
踏
ま

え
現
在
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。
防

災
協
定
や
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
昨
年
の

金
沢
工
業
大
学
と
の
締
結
を
初
め
と
し

て
、
市
内
の
教
育
機
関
、
福
祉
施
設
や
企

業
な
ど
に
対
し
て
も
順
次
今
年
度
中
の
締

結
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

あ
る
。

地
域
防
災
力
の
強
化

Q
県
内
で
最
大
級
の
地
震
が
起
き
た

場
合
、
本
市
は
、
建
物
被
害
と
人

的
被
害
を
想
定
す
る
と
大
き
な
被
害
と
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災
力
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
問

う
。
ま
た
、Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
、

本
市
は
対
象
外
で
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
導

入
の
予
定
が
あ
る
の
か
問
う
。

Ⓐ
災
害
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め

自
助
、
共
助
が
地
域
防
災
力
の
向

上
に
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
各
町
内
会
に
働
き
か

け
て
い
る
。
ま
た
、
防
災
意
識
の
普
及
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
災
士
の
育
成

非
常
時
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

金
村　

哲
夫　

議
員

市
こ
ど
も
市
民
憲
章
」
へ
の
想
い
で
あ

る
。Ⓐ「

の
の
い
ち
っ
子
」
と
は
、
市
教
育

委
員
会
が
策
定
し
た
教
育
振
興
基

本
計
画
に
は
、「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
具
現
す
る
た

め
に
、
野
々
市
の
よ
さ
を
実
感
す
る
体
験

Q
今
年
の
４
月
、
５
月
に
相
次
い
で
、

｢

登
下
校
時
の
児
童
が
死
傷
す
る
事

故
が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
こ
と
で
、
通

学
路
に
危
険
・
盲
点
は
な
い
か
、
よ
り
一

層
安
全
対
策
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
全
国
一
斉
に
通
学
路

の
安
全
調
査
を
強
化
す
る
動
き
が
あ
っ
た

が
、
野
々
市
市
で
の
対
応
を
伺
う
。
小
学

生
の
場
合
の
事
故
に
つ
い
て
伺
う
。

Ⓐ
小
学
生
の
放
課
後
に
お
け
る
交
通

事
故
発
生
件
数
は
、
平
成
22
年
度

は
９
件
、
23
年
度
は
１
件
、
今
年
度
は
５

月
末
時
点
で
１
件
発
生
し
て
い
る
。
11
件

す
べ
て
が
自
転
車
で
の
事
故
で
あ
っ
た
。

Q
中
高
生
の
自
転
車
事
故
の
地
図
の

作
成
を
す
る
こ
と
で
事
故
防
止
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
市
内
中
学
生
の
約
20
％
の
生
徒
が

自
転
車
通
学
で
、
通
学
時
に
平
成

22
年
度
は
２
件
、
23
年
度
は
３
件
、
今
年

度
は
５
月
末
時
点
で
１
件
の
自
転
車
に
よ

る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
野
々
市

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

大
東　

和
美　

議
員

い
理
由
を
問
う
。

Ⓐ
志
賀
原
発
で
重
大
事
故
が
起
き
た

場
合
、
県
の
計
画
で
は
半
径
30
キ

ロ
圏
内
の
住
民
が
30
キ
ロ
圏
外
の
７
市
町

に
避
難
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
避
難

に
当
た
っ
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

重
視
す
る
観
点
か
ら
、
避
難
元
の
住
民
が

複
数
に
分
散
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
割
り

振
り
が
さ
れ
た
。
本
市
の
収
容
可
能
人
数

か
ら
単
独
で
１
市
町
を
収
容
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
計
画
案
に
お
い

て
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
市
町
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

Q
四
十
万
中
林
線
を
、
一
日
も
早
く

貫
通
さ
せ
て
は
ど
う
か
。
高
橋
川

の
宮
乃
浦
橋
も
平
成
25
年
度
中
に
は
新
し

い
橋
と
な
り
、
県
立
大
学
付
近
の
消
雪
装

置
も
急
務
で
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。
土

地
区
画
整
理
事
業
を
さ
ら
に
伸
展
し
て
、

県
内
有
数
の
定
住
地
域
と
し
て
整
備
を
加

速
さ
せ
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
人
口
集
積
は
加
速
し
て
い
る
。
石
川

県
で
減
少
し
て
い
る
事
実
の
な
か
で
能
登

半
島
や
山
間
部
か
ら
の
わ
が
街
へ
の
定
住

者
も
多
い
。

Ⓐ
増
加
す
る
人
口
の
受
け
皿
と
し
て

新
た
な
市
街
地
の
整
備
が
急
務
で

あ
る
。
都
市
計
画
道
路
を
整
備
す
る
上
で

は
、
早
期
の
整
備
完
成
が
見
込
め
る
こ
と

「
四
十
万
中
林
線
」
の
整
備
に
つ
い
て

村
本　

道
治　

議
員

活
動
な
ど
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。
子
ど

も
憲
章
に
つ
い
て
は
、
今
年
９
月
に
市
議

会
と
共
催
で
子
ど
も
議
会
を
議
場
で
開
催

し
、
子
ど
も
達
自
身
が
野
々
市
の
子
ど
も

と
し
て
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
を
市

民
憲
章
の
精
神
に
基
づ
き
、
子
ど
も
憲
章

と
し
て
議
決
し
た
い
。

街
路
樹
等
病
害
防
除
に
つ
い
て

Q
本
市
に
お
い
て
は
、
街
路
樹
等
樹

木
の
害
虫
駆
除
の
対
応
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
を
含
め
て
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

Ⓐ
本
市
で
は
、
街
路
樹
や
公
園
の
樹

木
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
専
門

業
者
に
年
間
委
託
を
行
っ
て
お
り
、
害
虫

防
除
に
お
い
て
は
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
報
に

よ
り
速
や
か
に
現
地
に
て
発
生
を
確
認

し
、
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
薬
剤
を
散

布
す
る
際
は
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。
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肝
炎
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
進
行
す
る

と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進
む
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈

夫
」
と
い
う
自
己
診
断
は
危
険
。
肝
炎
の

早
期
発
見
に
は
検
査
が
必
要
な
の
で
す
。

■ 

原
因
は
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

肝
炎
と
は
、
肝
臓
が
炎
症
を
起
こ
し
、

肝
細
胞
が
壊
れ
て
肝
臓
の
働
き
が
悪
く
な

る
病
気
で
す
。
日
本
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
」
が
約
８
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
と
Ｃ
型
の
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
人
は
３
０
０
万
人
い

る
と
推
計
さ
れ
、
国
内
最
大

級
の
感
染
症
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

■ 

自
覚
症
状
が
な
く
進
行

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
と
、
急
激
に
症
状
が
出
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

と
い
っ
た
症
状
も
な
く
、
慢

性
肝
炎
に
進
行
し
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
肝
臓
の
細

健 康 通 信

問い合わせ
◆健康推進課
☎248-3511

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

地域の底力地域の底力
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～

…32

地
域
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
み
よ
う
⑪

　

地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
「
地
域
サ
ロ
ン
」

で
す
。
そ
ん
な
市
内
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
不
定
期
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
11
弾
と
し
て
「
二
日
市
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
！

■

二
日
市
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　

約
７
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　
「
お
た
っ
し
ゃ
体
操
」「
茶
話
会
」
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

内
容
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
花
見
な
ど
季

節
に
応
じ
た
行
事
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

　

仲
間
の
元
気
な
様
子
が
わ
か
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
の
も
嬉
し
い
で

す
。
最
近
、「
お
ら
ほ
の
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
み
ん
な
で

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
す
る
と

気
持
ち
ま
で
踊
り
出
し
そ
う
で

す
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

男
女
問
わ
ず
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

一
緒
に
楽
し

い
サ
ロ
ン
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！ 

活
動
場
所　
二
日
市
会
館

活
動
日
時　
第
２
・
４
月
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
か
ら

対

象

者　
二
日
市
町
に
住
ん
で
い
る
人

問
い
合
わ
せ　
福
田
（
世
話
役
）
２
４
８
・
２
８
５
０

胞
が
固
く
な
り
働
き
も
低
下
し
た
ま
ま
元

の
状
態
に
は
戻
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
肝
硬
変
で
す
。
肝
硬
変
を

放
置
す
る
と
肝
が
ん
に
進
む
お
そ
れ
が
あ

り
、
肝
が
ん
の
原
因
の
約
８
割
は
Ｃ
型
肝

炎
、
残
り
の
大
部
分
は
Ｂ
型
肝
炎
で
す
。

■ 

検
査
の
受
け
方

　

市
で
は
、
次
の
内
容
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　
40
歳
以
上
で
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人

●
実
施
期
間　
９
月
30
日
ま
で

●
費
　
　
用　
４
０
０
円

●
実
施
場
所　
の
の
い
ち
い
き
い
き
健
診

　

委
託
医
療
機
関

●
必
要
書
類　
い
き
い
き
健
診
受
診
券

■ 

早
期
発
見
す
れ
ば
治
療
も
可
能

　

肝
炎
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
で
完

全
に
治
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
治
療
も
あ
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
肝
疾
患
専
門

医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
９
日
㈪
か
ら
16
日
㈪
ま
で
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
市
美
術

展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
市
の
美
術
家
た
ち
が
丹
精
込
め
て

作
り
上
げ
た
１
７
４
点
が
並
び
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

市 美 術第 １ 回 展

　６月７日㈭能美市の狭野神社、和田山古墳群を訪ね総会を
兼ねた句会が開かれました。当日の秀句抄を紹介します。

平成24年度　市俳句協会総会

■
会
長
杯
、
田
村
愛
子
先
生
特
選

　

古
墳
山
守
り
し
村
や
田
水
沸わ

く�

南　
　

邦
夫

■
秀
句
抄

　

渇か
わ

き
た
る
墳
墓
く
ま
な
く
蟻あ
り

遊
ぶ�

東　
　

京
子

　

ま
ほ
ろ
ば
の
石い

し
く工
の
神し
ん
め
こ
し
た
や
み

馬
小
下
闇�

山
田　

深
雪

　

陶す
え

の
祖
を
祀ま
つ

る
鎮
守
の
夏
木
立�

東
藤
美
智
子

　

和
田
山
の
一
揆
の
城
址
青あ

お
あ
ら
し嵐�

丸
山　

嘉
子

　

静
も
れ
る
墳
墓
の
園
や
夏

な
つ
か
ら
す鴉�

守
田　

満
栄

　

夏な
つ
こ
だ
ち

木
立
歴
史
を
語
る
幹
廻
り�

水
橋
真
知
子

　

出
土
せ
る
六

ろ
く
れ
い
き
ょ
う

鈴
鏡
や
青
葉
風�

田
村　

愛
子

　

古
墳
径み

ち

足
裏
や
さ
し
夏
落
葉�

柴
田
ふ
じ
子

　

古
代
墳
め
ぐ
る
夏
な
つ
ち
ょ
う蝶
低
く
飛
ぶ�

大
橋　

翠
節

　

緑
蔭
に
染
ま
り
神
馬
の
眼
の
優や
さ

し�

瀬
戸　

初
枝

　

時じ
く
う空
超
ゆ
神
の
巨
木
の
涼
し
け
り�

辻　
　

文
江

■
奥
村
誠
一
路
先
生
特
選

　

松
し
ょ
う
ら
い籟
や
円え
ん
ぶ
ん
ど
ば
し

墳
土
橋
蟻
走
る�

小
林　
　

清

■
西
田
さ
い
雪
先
生
特
選

　

人
け
な
き
和
田
山
古
墳
夏
落
葉�

古
源　

和
子

■
小
林
清
会
長
特
選

　

万
緑
や
瞑つ
む

れ
ば
風
と
な
り
に
け
り�

笹
野　

邦
子

一
般
の
部

◇
市
長
賞

境谷芳枝（洋画）
「野原」

◇
市
議
会
議
長
賞

谷
本
千
佳
（
日
本
画
）

◇
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

福
島
登
美
子
（
彫
刻
）

◇
市
文
化
協
会
長
賞

中
村
光
次
郎
（
書
）

◇
市
美
術
文
化
協
会
長
賞

寺
川
惠
美
子
（
写
真
）

◇
北
國
新
聞
社
長
賞

大
島
朝
子
（
写
真
）

◇
野
々
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

高
田
里
美
（
工
芸
）

◇
野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

森
左
馬
尉
（
工
芸
）

◇
北
國
新
聞
社
奨
励
賞

大
西
敏
明
（
日
本
画
）、
奥
田
徹
（
写

真
）、
山
口
浩
（
写
真
）、
髙
桑
奈
美

（
書
）、
窪
昌
直
（
写
真
）、
野
村
裕

昌
（
書
）

◇
佳
作

村
上
洋
支
（
洋
画
）、
石
田
健
二
（
日

本
画
）、
古
源
一
栄
（
工
芸
）、
宮
岸

伸
彦
（
彫
刻
）、
綾
間
義
明
（
写
真
）、

丸
村
金
次
（
書
）

◇
市
美
術
文
化
協
会
員
奨
励
賞

中
野
利
雄（
日
本
画
）、中
山
一
昭（
洋

画
）、
石
黒
悠
香
（
書
）、
福
田
一
郎

（
写
真
）、
酒
井
紳
一
（
工
芸
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◇
金
賞

新
町
亮
稀
、
木
戸
七
巳
、
西
松
勇
里
、

水
島
加
央
瑠

◇
銀
賞

富
田
直
明
、
野
水
実
栞
、
近
堂
壮
一

郎
、
村
田
円
香
、
豊
田
美
保
、
西
村

美
里
、
宮
崎
平
、
齊
藤
光
、
木
戸
つ

か
さ

◇
銅
賞

山
城
舞
花
、
小
檜
山
紗
稀
、
杉
森
心

相
、
垣
内
奏
希
、
作
田
明
香
里
、
中

山
楓
、
西
藤
夏
海
、
新
町
洸
貴
、
木

戸
寿
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。市民協働課（☎227− 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の

市民の笑顔で時間をお知らせ
ののいち時計　撮影会

　市商工会が取り組んでいる「ののいち時計」は、市民の
皆さんが登場する写真が30秒ごとに切り替わり時間をお
知らせする、インターネット上の時計です。９月の公開に
向けて、市内各所で撮影会が行われています。
　７月15日㈰のあらみや公園では、多くの家族連れが撮
影に参加しました。たまたま公園に来ていた男性は「これ
は記念になる」と子どもと孫を呼び出し、家族で撮影に参
加していました。ののいち時計の専用サイトのアドレスは
来月号の広報でお知らせする予定です。

美術協会員に教えてもらう撮影術
ののいちアートワークショップ　子ども写真教室

　市美術協会と情報交流館カメリアが開催する、小学生を
対象としたワークショップが今年から始まりました。第一
回となる７月14日㈯には、写真部会員を講師に写真教室
が開かれました。12人の子どもたちは、あらみや公園を
歩きながら撮影。講師から「もっと近づいたほうがいいよ」
などアドバイスをもらいながら、思い思いの被写体を探し
ていました。撮影後は、市美術展を鑑賞したり、撮った写
真から自慢の１枚を選んだりしました。子どもたちの作品
は情報交流館カメリアで展示されています。

ツバキ「野々市」を都心の庭園に
東京・椿山荘に市花木のツバキを寄贈

　７月10日㈫、東京都文京区の椿山荘で、全国17の市
町村から寄贈されたツバキの苗木30本の植樹式が行われ
ました。２月に開催された全国椿サミット萩大会で、椿山
荘から全国の市町村に対しツバキの寄贈の依頼があり、市
からは、白い花びらにうすく朱鷺色がかかった上品で美し
いツバキ「野々市」を２本寄贈しました。
　市は、新幹線開業後の2017年３月に全国椿サミット
野々市大会の開催を希望していて、ツバキの絆をもとに自
治体間交流と地域活性化を進めたいと考えています。

一夜限りのライブハウス
ステージ・オン・ステージvol.3「おとなたちのポップス」

　文化会館フォルテの大ホールをライブハウスに見立てる
音楽イベントが６月30日㈯に開かれました。過去２回は
ジャズライブでしたが、今年は趣向を変えてポップスを。
出演した３組のバンドは、国内外のポピュラー音楽など、
アンコールを含め12曲を披露しました。
　今回も、ステージ上に設けた客席からは、触れられそう
なほど間近での生演奏に拍手の嵐。大ホールの照明と音
響をふんだんに使用したぜいたくなライブハウスで、100
人の観客は一体となって楽しみました。

　７月１日㈰、“ののいちっ子を育てる”市民会議が推進
する市内一斉美化清掃が各町内会で行われました。小雨が
ぱらつくあいにくの天気で延期や中止とした町内会もあり
ましたが、実施したところでは、子どもからお年寄りまで、
公園や神社、歩道などのゴミ拾いや草むしりを行いました。
　稲荷町では、近所の人と仲良く会話をする人や家族全員
で協力して作業する姿が多く見られました。また、参加し
た親子の中には「こんなにいっぱい拾ったよ」とお父さん
に満足気に話す子どもの姿も見られました。

野々市をもっと住みやすいまちに！
子どもと大人のまちぐるみ美化清掃

認知症を正しく理解しよう
認知症サポーター養成講座

　現在、国民の13人に１人の病気と言われている認知症。
その認知症をみんなが正しく理解し、認知症の人が安心し
て暮らせる地域をつくる一環として、市が、認知症サポー
ター養成講座を開いています。６月25日㈪に交遊舎で開か
れた講座には、市内や白山市で美容業を営む46人が参加。
職員が、認知症の人が来店した場合は急かさないなど、具
体的な対応方法を寸劇を交えて説明しました。
　市では、市内の団体に講師を派遣します。詳しくは、地
域包括センター（☎227-6067）に問い合わせしてください。

セレブな学びで、気持ちはセレブ
ののいち市民大学校　コミュニティ・カレッジ

　６月26日㈫、前期第２回講座が中央公民館で開催され
ました。この日の講師は、一昨年の「野々市の香りプロジェ
クト」を推進した神宮英夫金沢工業大学教授。受講した市
民は、実験器具を使った体験をしながら、香りのメカニズ
ムと効果に耳を傾け、日常から離れた学びの空間を楽しん
でいました。
　この市民大学校の講座は、大学関係者や企業家を招き、
年間12回開かれます。最先端の研究や事業の成果を身近
な公共施設で聞くことができるセレブな学びです。
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わ
た
し
の

夢

ぼ
く
の

夢

広
告
欄

野々市市の産業にスポットをあて、中央、本町、押
野児童館の３館で「発見! ののいちinじどうかん」

に取り組んでいます。

本町児童館の１回目は、創和テキスタイル見学です。
市の繊維産業発展の源になった布市神社(昔、布や

産物の市が開かれていたという説もある)を見学の後、
いよいよ創和テキスタイルに向けゴー！ あいにく雨の
中、なんとか到着しました。

はじめに、研修室で布ができるまでの説明がありま
した。１年間で北海道から沖縄の距離以上の長さ

の布が生産出来ると聞いて「日本一ってすごい」と驚き
の声。また、コンビニエンスストアの制服や医師、看護
師さんの制服も創和の布が使われていると聞き、身近に
感じた子どもたちでした。

いざ工場見学。その前に危険防止のためキャップを
かぶり使い捨ての耳栓をして出発。工場内は、と

ても広くて迷子になりそうでした。子どもたちは、大き
な機械でどんどん布が織られていく様子を見てびっくり
したり感激したり。

それから、新しい布、炭素繊維で作ったバッグ、キー
ホルダー、財布などを展示室で見せてもらいまし

た。「どんなんして作るのかな」「びかびかしとるね!」
などなど。他にも高速道路の柱の補強、トンネルの壁補

強にも使われているということも学びました。

残念なことですが、24年度いっぱいで野々市
工場は、羽咋市の本社工場に移転統合する

そうです。

最後に創和テキスタイル工場を見学できラッ
キーな子どもたちでした。

「創和テキスタイル工場見学」
本町児童館

● 今月のおはなし会

とき：８月11、25日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

● 今月の展示図書

テーマ『芸術性を競う』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします。

図書館お役立ち情報：五輪まっさかり。あなたもスポーツしませんか。ルールやトレーニングから一歩上行く上達法まで、図書が手助けします。

● 大人向け

『誰でもできる
トライアスロン』

学習研究社

スイム・バイク・ランの３種目
がポピュラーだが、組み合わせ
は多様で、実は子どもから高齢
者まで、誰もが楽しんで、健康
になれる競技・トライアスロン
を紹介。

● 子ども向け

『ぼくのおねえちゃんは
ビリだぞ』

そうま　こうへい／作　架空社

おねえちゃんは、かけっこがダ
メなんだ。きょねんも、そのま
えもビリだった。おとうさん
が、とっくんしてくれた。こと
しは、どうかな？

声優になりたい

石澤　汐音さん
菅原小学校５年

ペットショップの店員になりたい

得田　真弘くん
御園小学校２年

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～⑰

　野々市のことをどれくらい知っていますか？

〈第1問〉現在106人が所属している市消防団。次のう
ち消防団に入れないのは誰でしょう。
Ａ.女性　　Ｂ.大学生
Ｃ.高校生　Ｄ.市内で働いている金沢市民

〈第2問〉東京都の「椿山荘」にツバキ「野々市」を寄贈
し、粟市長が植樹式に出席しましたが、式には、県内か
らもう一自治体が出席していました。その自治体とは？
Ａ.珠洲市　  Ｂ.羽咋市　  Ｃ.中能登町　  Ｄ.津幡町

〈第3問〉今年のじょんからまつりのポスターを描いた水
上実和さんは、何大学の学生だった？
Ａ.金沢工業大学　　Ｂ.県立大学
Ｃ.金沢大学　　　　Ｄ.金城大学

正解は

18 ページで

〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

　市ホームページ内にあるキッズページ「ののいち探検隊」に新しいコン
テンツが追加されました。その名も「のっティ☆マシンでいく歴史の旅」。
市に住むいっくんとののちゃんが、のっティに案内されて、タイムスリッ
プ。縄文時代から現代までを巡ります。子どもも大人も楽しめる内容です。

のっティ☆マシンでいく歴史の旅
http://www.city.nonoichi.lg.jp/rekishitabi/rekishitabi.html

【主な内容】●巨大な縄文のムラ　御経塚遺跡　●守護になった富樫氏　
●野々市駅の誕生　●空から見た野々市市の変化　●じょんから　など

キッズページに“のっティ☆マシン”登場

一緒に
野々市の歴史を
　　　学ぼう♪
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信

金沢ケーブルテレビネット えふえむ・エヌ・ワン
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:15～11:55
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

編
集
後
記

　

７
月
は
全
国
で
洪
水
被
害
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
大
き
な
被
害
も
津
波
で
し

た
。
私
た
ち
の
生
活
や
生
産
活

動
に
は
、
水
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
時
に
は
水
は
全

て
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
手
取
川
扇
状
地
の
中
央
に

位
置
す
る
野
々
市
は
、
全
国
で

も
水
資
源
が
最
も
安
定
し
た
地

で
す
。
そ
の
水
の
源
は
白
山
で

す
。
夏
で
も
頂
に
雪
を
残
し
た

姿
を
早
朝
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
早
起
き
し
て
、
白
山
を
見

な
が
ら
こ
の
地
の
恵
み
に
感
謝

し
た
い
も
の
で
す
。（
Ｍ
・
Ｙ
）

　

今
年
も
、
北
陸
朝
日
放
送
の

「
石
川
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

に
向
け
て
、
企
画
会
議
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
観
光
」。
全
国
的
に
有

名
な
観
光
地
・
金
沢
な
ど
に
比

べ
る
と
、
野
々
市
市
は
観
光
資

源
の
乏
し
さ
は
否
め
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
野
々
市
産
業
戦

略
会
議
に
つ
い
て
お
話
し
を
聞

い
た
佛
田
さ
ん
の
「
物
だ
け
が

野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
い
」

と
い
う
言
葉
に
は
っ
と
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
野
々
市
の
魅
力
は

奥
深
い
で
す
。�

（
Ｓ
・
Ｍ
）

【今月の表紙】
　今月は、皆さんの笑顔を集めました。
じょんから踊り講習会や、ののいち時
計の撮影会、市役所の入り口などいろ
んな場所で声をかけて撮らせてもらい
ました。「いやー、撮らんといて」と
言いつつ、カメラを向けるとにっこり。
市に住む人は輝いてるなぁとこちらま
で笑顔に。市民が主役のまちづくりで
さらに輝く笑顔が増えますように。

野 々 市 検 定　（問題は16ページ）

【第1問】C. 高校生　市の消防団には、市内に住んでいるか市内事
業所に務めている人、18歳以上の学生や女性も入団
できます。

【第2問】A. 珠洲市　野々市市と同じく市花木がツバキ。海岸沿い
に群生している「徳保の千本椿」が有名。

【第3問】D. 金城大学　昨年、市誕生を記念して金城大学短期大学
部美術学科の学生が寄贈した中の１点。

リレー方式で市民の方々を紹介しています

人ののいち
“いきいき” 72

野々市市で暮らしてどうですか？
　生まれてからずっと野々市に住んでいます。田
んぼばかりでしたが、最近は便利になりました。
広報についてのご意見？
　戸籍の窓をよく見ます。うぶごえで、ちょっと
変わった子どもの名前をチェックするのが楽しい
です。野々市美人を紹介するコーナーがあれば、
毎月読みます！
自分の性格を一言であらわすと？
　自分はポジティブなので、周りの人にもポジ
ティブに考えることを勧めています。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
　インディーズバンドなどのライブに行くこと。
ホールよりも、アーティストとの距離が近いライ
ブハウスが好きです。
目標やチャレンジしてみたいことは？
　今年の春から、白山市の米農家で働き始めまし
た。仕事にはまだまだ慣れていませんが、言葉で
言われなくても体が動くようになりたいです。食
べ物を作るということは、本当にすごい仕事だと
思うので頑張ります。

谷上　夢平さん／押越２

自分の作ったものが
食卓に並ぶことが感動！
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■６月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口 48,687人 （＋ 69）

　　男　 24,781人 （＋ 20）

　　女　 23,906人 （＋ 49）

　世帯数 21,110世帯 （＋ 40）

■６月中の人の動き

　転　入 214人

　転　出 175人

　出　生 49人

　死　亡 19人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H24.6.16～H24.7.13受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓
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修復完成！　重要文化財　御経塚遺跡出土品の土器19点
　重要文化財に指定された御経塚遺跡の深

ふか

鉢
ばち

形
がた

土器18点、鉢形土器１点の修復作業が完成
し、ふるさと歴史館で展示を開始しました。
　修復は、復元されていた土器を解体して再び組み上げ、欠損部は樹脂でかたちを作り彩色
を施す方法をとっていて、長い年月を経ても現在の状態を維持するために行いました。
　修復後の土器は修復前と比べると見違えるようになりました。修復を終えた土器をぜひ見
学してください。

修復前の土器

　土器片を接合し、欠損部を石こうで

復元しています。

修復後の土器

　土器片の接合部分と欠損部は、エポ

キシ樹脂で復元し、岩絵具を用いて彩

色します。復元した部分が確認できる

ように彩色は若干色調を変えていま

す。

ふるさと歴史館（御経塚1丁目182番地）
　隣接する縄文時代後期～晩期の拠点集落である
「御経塚遺跡」や、白鳳の寺院「末松廃寺」など、
市内の主な遺跡の出土品を展示しています。
開館時間　　10:00～16:00
休 館 日　　月曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　　祝日の翌日（土日は除く）、年末年始
入 館 料　　無料
電 話　　246-0133


